
霞ヶ浦における自然浄化機能の活用事例

１．ウエットランド（川尻川）

  　　事業実施機関：国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦工事事務所

　　　事業実施期間：平成１０年３月～平成１０年１０月

8

8



　　　　　                        ２．土浦ビオパーク

  　　事業実施機関：国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦工事事務所

　　　事業実施期間：平成７年４月～平成７年７月

３．植生回復浄化施設（土浦港の浮きヨシ原）

  　　事業実施機関：国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦工事事務所

　　　事業実施期間：平成４年１０月～平成１３年７月
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４．植生浄化施設

  　　事業実施機関：国土交通省関東地方整備局霞ヶ浦工事事務所

　　　事業実施期間：平成４年１月～平成７年３月

上記１．から４．までの資料：霞ヶ浦河川事務所ＨＰより引用
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児島湖における水辺環境の創造に向けた事例（資料 児島湖沿岸農地防災事業所ＨＰ） 
  
                 

 

 

 
  手前からマコモ・ガマ・フトイ                 手前からキショウブ・ウチワゼニクサ 
 
 

  

 

        シラサギ                  ユリカモメ          干潟に見られる貝類  
 
 
 

岡山市 

児島湖 
干拓地 

事業実施主体：農林水産省児島湖沿岸農地防災事業所 
全体事業工期：平成４年～平成１８年度（予定） 
干潟造成の目的：水辺環境の創造 
規  模：平成１５年度までに試験干潟（１００×６０ｍ）を

施工。平成１６年度に干潟の最終形状に施工予定。 
干潟の状況：平成１４年度施工。現在、植生の定着状況等を調

査中。現在までに貝類等の生息が確認。児島湖の環

境改善に取り組む児島湖流域エコウエブ、市民団体

などによる環境学習の場となっている。 
※2001年土地改良法改正による「環境との調和への配慮」に基づき施工 
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